ジツカイハツ　二　オケル　プロセス　キジュツ　ノ　ココロミ　ト　カイハツ　シエン　二　カンスル　コウサツ by ヤナセ, ケンイチ et al.
Osaka University
Title実開発におけるプロセス記述の試みと開発支援に関する考察








榔遁健一f 荻原剛志1 井上克郎t 島居宏次t
k開 'ichiYGn.副etTtu:e4hi Ogihorot Kouuro lnouet Koji Toriq 
t (揖}ケーシーエス研究鯛発部
tRu回 rd.nJDewゐ，慨.e~Di・ ， KCSC~叫"‘
t大阪大学茸礎工学部情報工寧割











































発の働音、闘えば、 ( . )ユー ザー E求を匪障に定捜し
止の工程に進む、 (b)ユーザから要撲がな貯ればE
rtt!場聖書傘 rのド，.~メ Y トを伸ら念かったり砂ップ
ダウyにその鉱度定穫を詳細にし念い傘ど震計プログ












































































































(2) ~ミ sニケーシ .y
ソフトウェア開発は通常置量生の人聞がプロジ皐タト
を傭底し共同で作量を宵なう.-t:のプロジェタト内の































































電子メー ル、 t • I kなど.それらヨシポーネ Yトの
闘を図6-3に示す.
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括的なプロジェタト管理なE、 (b) L e・de ， 
作聾環境の構築群輯なプロジェクト管理、設計、プ
ログヲミングなど、 (c)Memberl. Memb 
e ， 2 プログラミ Yグ、テストな~.. 
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